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図２ペーパーレスの効果
の結果，システム導入による１日あたりの平均承認者数は，4,621人/1,388日＝333人/曰
となり，また，帳票を用いて処理していた従来方法の場合は，4,288人/1,421日＝302人／
曰と求められた．この比較により，１口あたりの平均承認者数は10.3％増加し，効果を実
証できた．
‘情報の周知効果として，１件あたりの平均全承認者数と最大承認者数で評価した．これ
は，１件あたりの承認者数が多いほど，情報の周知効果が高いと考えたからである．ワー
クフローシステム処理の場合(電子回覧)，１案件あたりの平均した全承認者数は，帳票を
用いて処理した場合(紙回覧)に比較して，３２人（22.4％）増の17.5人となった．また，最
大承認者数に関しても，８４人と３．７倍増となったため，情報周知機能が強化されている．
ペーパーレスの効果としては，電子回覧処理された件数で評価した．ペーパーレス化と
は，業務に使用する紙の量を減少させることである．図２から，49.1％の案件がワークフ
ローシステムによる電子決裁処理されており，ペーパーレスおよび文書の保存スペース削
減に効果があるといえる．
定性的評価として，ユーザに対する２回のアンケート調査を実施し，５項目について満足
度と重要度を調査した．この調査は，本システムがどの程度ユーザに受け入れられたかを
調べるとともに，ユーザが不満に思う機能を把握し，改良するために実施した．ユーザへ
の個々のトラブル対策は，システムに不足している機能，改良箇所の特定に役立つが，多
大な時間を要する．さらに，１人のユーザに生じたトラブルが，多くのユーザに共通する
-537-
のか，そのユーザ特有のトラブルなのか，判断しにくい．そのため，全ユーザを対象とす
るアンケートなどの調査は，ユーザの意見を短期間に集約しやすく，良い資料となると考
えられる１回目の調査の結果により，セキュリティ機能を充実させるなどし，ユーザの
満足度を向上させるようにシステムに改良を施した．その結果，２回目の調査では，全項
目の満足度が向上した．
以上，ワークフローシステムを稟議業務へ適用することの有効性を示すことができた．
４バーコードシステム導入による業務効率の変化
ワークフローシステムを導入しても，電子化困難なため，従来通りの紙回覧で決裁を受
ける案件も存在する．その理由は，外部機関から送付された冊子など多量の紙資料が添付
されているためである．このような紙資料をすべてイメージスキャナなどで電子化するこ
と，および承認者が多量の電子文書をパソコンで参照することは，紙文書の場合と比較す
ると負担が大きく，すべての文書を電子化することが逆に業務効率を低下させる．そこで，
紙のままの案件はそのまま決裁を受けることとし，その1情報をワークフローシステムで管
理することとした．そのために,紙資料を添付した稟議書に文書ＩＤに対応したバーコー
ドを印字する．ただし，紙回覧は効率的な方法ではない．そこで，紙文書の案件を処理で
きるシステムの構築とともに，このシステムを運用評価し，効率的な運用のために電子回
覧利用の運用指針を明らかにして，稟議業務全体の効率化を図った．
運用評価の結果から，紙回覧の使用比率を部署別に分析し，必要に応じてイメージスキャ
ナを設置した．また，承認者がクライアントパソコンで無理なく参照することができる文
書の枚数やサイズをＭサイズで８枚と求めることができた．さらに，起案者が口頭説明
の必要性や承認ルートを独自に判断できないときは，最初は電子回覧を用い，承認中に電
子回覧を紙回覧に切り替えて使用できる機能を実装し，この使用を促した．
以上から，バーコード､システムの導入前後でのワークフローシステムによる電子回覧の
比率は，30.5％から，82.2％へと増加した．その結果，システム全体の承認の早さは，３．１７
人/曰から4.50人/曰へと向上し，情報の周知効果も，13.2人から17.7人へと増加した．
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図３埋め込み情報の構成
５文書中への秘匿情報の埋め込み方法の利用
文字形状変化法に分類される情報ハイデイングの手法を提案し，その有効性の実証を行っ
た．本手法は，文字フォントに切断加工を施すことにより，,情報を埋め込む方法であり，ま
ず，フォントに施す切断加工幅を求めた．切断加工幅は，文字を構成する線幅に対する害Ｉ
合で表示し，８０人の被験者を対象とした実験から，切断加工幅として60％が適しているこ
とを求めた．
次に，切断加工を施された文字を用いて図３のように埋め込んだ,情報を，抽出してもらう
実験を実施した．埋め込んだ情報は，１０文字の８ビット文字である．これを３種類用意し
た．それぞれの埋め込み`情報を構成している切断加工文字の誤認識数は，2.94個，1.00個，
1.78個であった．その結果，埋め込み文字の誤抽出率は，17.8％，10.0％，8.9％となった．
最後に，切断加工文字の第３者への漏洩について実験を行った．切断加工文字についての
予備知識の無い１５人の被験者に切断加工文字を用いて,情報を埋め込んだ文書を見せ，どの
程度気づかれるかということで検証し，その結果２人が気づいた．また，スキャナとＯＣＲ
ソフトを用いて機械的耐性について検証したが，切断加工文字は全く検出されなかったた
め，機械的耐`性は＋分である．
以上から，情報ハイデイングを用いた秘匿`情報埋め込みを用いることにより，帳票業務
に対する改ざんの抑止や分類作業の容易化の可能性を示すことができた．
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６まとめ
本研究では，官公庁の業務にワークフローシステム，バーコードシステムおよび情報ハ
イデイングを適用することについて考察した．
まず，ワークフローシステムを稟議業務へ取り入れ，定量的評価および定性的評価を行っ
た．その結果，業務効率の向上に効果があることを定量的に示すとともに，ワークフロー
システムの業務改善効果を定性的に示した．
次に，バーコードシステムを稟議業務のワークフローシステムに取り入れ，電子化でき
なかった紙回覧の帳票業務についても，システム上で管理することができることを運用評
価実験から示した．さらに，紙回覧の業務について，電子化を促す運用指針を運用評価か
ら求め，システム全体の業務効率の向上を図ることができた．
最後に，紙媒体への情報ハイデイングの手法を提案し，有効性について実証した．その
結果，情報ハイデイングを用いた秘匿情報埋め込みを用いることにより，帳票業務に対す
る改ざんの抑止や分類作業の容易化の可能性を示した．
以上，本研究では，ワークフローシステムとバーコードシステム，および'情報ハイデイ
ングが官公庁の帳票業務の効率向上に有効なことを実業務での運用評価から示した．
学位論文審査結果の要旨
平成１６年１月２７日に第１回学位論文審査委員会を開催、２月５日に口頭発表、その後に第２回審査委員
会を開催し、,慎重審議の結果以下の通り判定した。なお、口頭発表における質疑を最終試験に代えるものと
した。
本論文は、官公庁の稟議業務を対象としたワークフローシステム、バーコードシステム、情報ハイデイン
グを提案し、その有効`性を示した。稟議とは、官公庁や企業体などで、会議を開かずに議案を関係者に回し
て承認を得ることである。また、官公庁における稟議業務は、帳票処理による文書決裁業務である。まず、
人間の柔軟な処理方法という経験的に確立きれてきた暗黙のルールによって、効率的に業務を処理するワー
クフローシステムを構築した。また、実際の業務において定量的評価と定性的評価を行い有効性を示した。
次に、資料の枚数が多いなどの理由で電子化困難な紙資料の案件は、ワークフローシステムで処理できない
という問題を解決するために、電子化できない紙資料は、バーコードを帳票に印字し紙媒体のまま承認処理
することとし、その管理`情報をワークフローシステムで同期して扱う方法を提案した。更に、改ざんの抑止
や分類作業の容易化が期待できる情報ハイデイングを提案した。これは文字フォントの一部に切断加工を施
す手法であり、その有効性を実証した。
以上の研究成果は、官公庁の稟議業務の効率向上に大きく貢献するものであり、また、今後の発展性も期
待され、本論文は博士（工学）に値するものと判定した。
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